
二次試験対策
＜はじめに＞

まず第一の考え方としてこの講座では「試験に受かるための勉強法（考え

方）」として進めていきます。

私個人的には「試験に受かるためだけの勉強」というのは好きではありません。

そんな表面的なことより本当に大切なのは、積み重ねてこそ手に入れられる

「実力」とそれを「人に伝えていく」ことが重要だと思っているからです。

しかし、自分の美学を貫くためにはまずは「合格」しないと話になりません。

世間では「素晴らしい美学を持っている素人」よりも「資格のあるプロ（ソム

リエ・エキスパート）」の方の意見を聞きます。だからまずは、合格するため

の勉強をしていきましょう。

正攻法で勉強して品種を当てられるようになるのには時間が必要です。

正直に言うと半年や１年で身につくものではないですし、世界のトップソムリ

エでも全ての品種と国を１００%当てるなんてことはまずできません。

二次試験は「感性」を問われる試験に思われがちですが、実は「理論」を問わ

れる試験です。そこには必ず「解答法」があるので、それに乗っ取って勉強し

ていきましょう。そうすれば一カ月もかからず二次試験に受かるくらいの実力

は簡単に手に入れられます。



＜試験に関する大切なポイント＞

◎ 出題されるワインは安価なもの

当たり前のことですが、試験用のワインにあまり高いワインを使用してしまう

と協会側も赤字が出てしまいます。ゆえに試験に使用されるワインは毎年安価

なものです。これ、実は以外に重要です。

例えば「フランスのピノノワール」となると、多くの本ではブルゴーニュのピ

ノを紹介し「それは素晴らしく美味しい味わいである」と説明されているでし

ょう。しかし実際に試験的で出題される「安価なフランスのピノ」ならば、シ

ャバシャバな水みたいで、酸味も尖っていて全然美味しくありません。

本屋などで販売されているワイン本には「一般的な特徴」しか載っていないの

で、二次試験で求められる「正解」とは遠いものになってしまいます。

「試験のワインは安価なもの」ということを念頭に置いて、試験に出るワイン

をピンポイントに勉強していく必要があります。

＜試験で問われているポイント＞

よく勘違いされがちなのですが、二次試験は「品種当てゲーム」ではありませ

ん。確かに「品種」「国」「生産年」は問われますがそれはあくまでも求めら

れているものの一部です。それ以上に大切なのは「外観」「香り」「味わい」

を的確に評価できるかどうかです。色が濃くなる、香りが華やかになる、味わ

いがしっかりする、それらにはもちろん「原因」があります。その原因を見つ

け出し、論理立てて解答に導き出していく必要がります。

なので品種が合っていても落ちる事例は多多ありますし、逆を言えば品種が間

違っていても（理論立てて）正しい評価がされていれば合格します。







＜過去の出題傾向＞



上記の通り出題される品種・生産国は限られています。たまに変化球が来るの

は事実ですが、生産年にしてもそこまで大差はありません。古いヴィンテージ

のものはあまり使用されず、１年～３年前のものがほとんどです。というのも

安価なワインは長期保存に向かないという点と、安価で古いものは経年劣化に

よる品質の安定が難しく試験には適さないという点が理由にあげられます。

＜過去出題生産国＞

先進国 ニューワールド

フランス オーストラリア

イタリア ニュージーランド

ドイツ アメリカ

スペイン 日本

チリ

各国の出題率など出すことも可能ですが、あまり意味がないので出しません。

イレギュラーを除けば、以上の国をチェックすれば大概は大丈夫です。

＜過去出題品種＞

白ぶどう 黒ぶどう

シャルドネ ピノ・ノワール

ソーヴィニョン・ブラン カベルネ・ソーヴィニョン

リースリング シラー（シラーズ）

甲州 メルロ

ぶどう品種にしてもイレギュラー以外はこれくらいを抑えるだけで大丈夫です。



＜生産国×品種＞

生産国 白ぶどう 黒ぶどう

フランス なんでもあり なんでもあり、ガメイ

イタリア シャルドネ なんでもあり、サンジョ

ドイツ リースリング ピノ・ノワール

スペイン シャルドネ テンプラニーリョ

オーストラリア リースリング、シャルドネ なんでもあり、シラーズ

ニュージーランド ソーヴィニョン ピノ・ノワール

アメリカ なんでもあり なんでもあり

日本 甲州、なんでもあり なんでもあり

チリ なんでもあり なんでもあり

ほとんどの国は何でもありですが、常識的に考えて「フランスのサンジョヴェ

ーゼ」とかはあり得ません。また、ニュージーランドなどは代表品種が使用さ

れる（されやすい）傾向です。あくまで参考までに。

＜先進国と新世界の違い＞

各国それぞれの特徴を見る前に、まずは先進国か新世界かを考えてください。

【新世界のワインの特徴】

新世界のワインは一言で言うなれば「濃い」です。しっかりした味わいのワイ

ンが多く、それは「重い」ワインはもちろん「軽い」ワイン（ピノノワール

等）でも濃いワインができます。その要因としては日照量です。

新世界の産地は日照量が多いところが多いので、そこで育ったぶどうは果実味



がたっぷりとしたぶどうに育ちます。それ故にワインの味わいも色も香りも濃

くなります。（もちろん新世界でもエレガントなワインはありますが、あくま

でも試験的な上での話です）

【先進国のワインの特徴】

先進国のワインは一言でいうなれば「エレガント」ですが、試験に出題される

ワインはエレガントというよりも「あっさり」です。ニューワールドのような

「こってり」さはなく、重いワインでも「あっさり」としたニュアンスです。

＜練習方法①＞

試飲の練習を行う際は、いきなり品種を当てる練習をするのではなくまずは

「新世界か先進国か」をわかるように練習してください。同じ品種で新世界と

旧世界の飲」み比べをしてみてその違いを体感してください。

どちらかというと先進国のワインをわかるようになるより、新世界のワインを

わかるようになる方が簡単かもしれません。先進国のワインにはない、新世界

のワインの要素（濃さ）を感じ取るほうが簡単です。（個人差は有り）

新世界か先進国かの判断ができるようになると以後の解答がかなり楽になりま

す。詳しくは次回に説明致します。

練習するワインの価格帯は上代価格 1200～2000 円のものがいいでしょう。

1000 円以下で売られているあまりにも安いワインは練習にならないので避けて

ください。

近日中に更なる解説と練習方法をアップ致しますのでご確認ください。


